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結核に関する特定感染症予防指針（抜粋）  

澤㍉防■滞十針 指針仁基ラく海草 等論由視点 対曙翠   

第甲二∴，．鱒翠軍学申椎準 

卜 基本的考え方  

1 結核対策は、科学的な知見に基づい  ○厚生労働科学研究費、  1．低まん延化に向けて、罷  
て推進されるべきであることから、結核  結核研究所補助、政府蘭  患リスクグループや感染が  
こ関する調査及び研究は、結核対策の基  発援助結核研究所補助  起こるリスクのある場の特  
本となるべきものである。このため、国  【補助金】   定のための感染経路の把 
としても、必要な調査及び研究の方向性  握、また海外からの結核の 
の提示、海外の研東機関等も含めた関係  輸入の国内感染に与える影  
機関との連携の確保、調査及び研究に携  響を検証するために、 
わる人材の育成等の取組を通じて、調査  疫学的調査・研究の強化を  
及び研究を積極的に推進することとす  し七いくことが必要か。  
る 

2 BCGを含む結核に有効なワクチン、抗  ○厚生労働科学研究費、  
菌薬等の結核に係る医薬品は、結核の予  結核研究所補助【視助  
防や結核患者に対する適正な医療の提供  
に不可欠なものであり、これらの研究開  
発は、国と民間が相互に連携を図って進  
めていくことが重要である。このため、 
国においては、結核に係る医療のために  
必要な医薬品に関する研究開発を推進し  
ていくとともに、民間においてもこのよ  
うな医薬品め研究開発が適切に推進され  
るよう必要な支援を行うこととする。   

l二 国における研究開発の推進  

1 国は、全国規模の調査や高度な検査  ○厚生労働科学研究費、  2．開発された革新的技術  
技術等を必要とする研究、結核菌等を迅  結核研究所補助‘【補助   （具体例：耐性遺伝子診断  

速かつ簡便に検出する検査法の開発のた  金】   法、遺伝子タイピング等）  
めの研究、多剤耐性結核の治療法等の開 について、臨床現場に適用  
尭のための研究等の結核対策に直接結び  するために必要な調査や制  
つく応用研究を推進し、海外及び民間と  度の整備を推進していくこ  
の積極的な連携や地方公共団体における  とが必要か。  
調査及び研究の支援を進めることが重要  
である。  

2国においては、資金力や技術力の面  ○厚生労働科学研究費、  ′3．開発された医薬品を早期  
で民間では研究開発が困難な医薬品等に。  結核研究所補助【補助  に臨床現場で使用可能とす  
ついて、必要な支援に努めることとす．  金】   ることを 
るム特に、現状では治療が困難な多剤耐  的な関連情報収集などを  
性結核患者の治療法等新たな抗結核薬の  行うていくこと・が必要か。  
開発等についても、引き続き調査研究に  
取り組んでいくこととする。なお、こ 
らの研究開発に当たっては、抗結核薬等  
の副作用の減少等、安全性の向上にも配  
慮することとする。  



チ∴防‡‡瀕∴針 指針l≒草づく埠策 議論細点 

乍地方公共団体における研究開発の推進  ‘  

地方公共団体に串ける調査及び研究の推  

進に当た？ては、保健所と都道府県等の  
関係部局が連携を図りつつ∴計画的l＝取  

リ組むことが重要である。また、保健所  
においては、地域における結核対策の中  
核的機関との位置付けから、結核対策I羊  
必要な疫学的な調査及び研究を進め、地  
域の結核対策の質の向上に努めるととも  

に、・地域における総合的な結核の情報の  
発信拠点としての役割を果たしていくこ  

とが重要であるム  

四民間における研究開発の推進  

医薬品の研究開発は、結核の発生の予防  
及びそのまん延の防止に資するものであ  

るとの観点から、製薬企業等において  
も、その能力に応、じて推進されることが  
望ましい。  

軍畢※国際的な連帯 

卜 基本的考え方  

国等においては、結核対策に関して、海  
外の政府楼関、研究機関、二世界保健楼関  
等の国際機関等との情報卒換や国際的取  

組への協力を進めるとともに、結核に関  
する研究や人材養成■においても国際的な  

協力章行うこととする。  

世界保健機関等への協力  

1アフリカやアジア地域においては、  0◆ストップ結核アク  
後天性免疫不全症嘩群の流行の影響や結  

核対策の失敗からくる多剤耐性繹核の増  

加等により、現在もなお結核対策が政策  
上軍要な位置を占めている国及び地域が  

多い。世界保健機関等と協力し、これら  
の国の結核対策を推進することは、国際  
保健水準の向上に貢献するのみならず、  
在日外国人の結核のり患率の低下にも寄  

与することから、我が国の結核対策の延  
長上の問題としてとらえられるものであ  

る。したがって、国は世界保健機関等と  
連携しながら、国際的な取租を積極的に 
行っていくこととする。   

2 国は政府開発援助による二国間協力  OJICAによる二国間協力  
事業により、途上国の結核対策のための  ○結核研究所補助、政府  
人材の養成や研究の推進を図るととも  開発援助結核研究所補助  
に、与れらゐ国上の研究協力関係の構築  
や情報の畢有に努めることとする。   
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自治体アンケート結果（抜粋）  

「第四．研究開発の推進」  

集計状況  

132自治体に送付し、▼105自治体より返答があった。都道由県は47都道府廉申36都道  

府県より準挙があり、そ廟47  
都道府県中都道府県および都道府県内の全自治体から返答があったのは34でその占め  

る人口は12751万人の日本人口のうち6716方人で53％あった。  

結果 

表31．自治体で結核に関する研究を行っているか   

負冶体で結核に関する潮究をしている輝箇軽 

（衰31）でその内容は表32のとおりである。複数回答があるので23をこえるが、盟墓室  

援、病院保健所連携を含めたDOTSについての研究が多くあった。  

表32．・結核に関する研究の内容（複数回答あり）  
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集団感染関係  

・公共機関における緬核集団感染について  

」併丁検査陰性者から複数の発病者が発生した集団感染事例について  

・学習塾における集団感染事例についで  

・ホームレスにおける結核集団感染について、コ⊥ルセンターにおける結核集  

団感染について  

接触者健診関係   

一接触者健診の検討   

■乳児のOFTの実施と結果にづいて  

分子疫学関係  

・区内の全結核患者に対する＿．IS6110RFLP分析の実施と評価一接触者健診への   

応用と可能性について  

・結核研究所、Ⅰ病院と協力の上、Ⅰ病院で行う結核患者のRFLP検査を実施  

難しい例について  

・小児結核検討会  

・県の肺外結核のまとめ  

再発について  

・高齢結核患者割合の高い地域における結核再発の現状につし†て  

・◆DOTS支援後の再発事例   

■県再治療患者の状況について  

院内感染対策  

・医療機関・施設における感染予防の実施状況と結核二次感染の関連について  

検討  

BCG関係  

・市町村BeG接種実施状況調査  

・コツホ現象疑い事例対応状況調査  

その他分類困難  

・結核対策実務者り「キング会議（A県における結核対策について、保極所担  
当を交え検討）  

・アジア大都市結核対策共同調査研究  

・ 

■過疎地域における結核患者の結核への思い  
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